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問題 下記の文章を読み、誤りが含まれていれば、その箇所を指摘し、正しなさい（テキストの 82～85頁と資料「ユダヤ教」

を参照すること）。 

 

1） イスラエルはユダヤ教、キリスト教、イスラム教の聖地とされている。 

 

 

2） ユダヤ教とイスラム教はキリスト教を母胎としている。 

 

 

3） イエスとムハンマドはエルサレムで生まれた。 

 

 

4） アフリカ大陸北部にあるイスラエルはエルサレムを首都としているが、エルサレムはパレスチナ地方にある。 

 

 

5） 古代、ユダヤ人はエルサレムを信仰の中心地にしていたが、ローマ帝国はエルサレムを破壊し、ユダヤ人を追放し

た。そのため、ユダヤ人は世界各地に離散したが、第 1次世界大戦後、ユダヤ人はエルサレムに帰還し、イスラエ

ル王国を建設した。この国家建設運動をシオニズムと呼ぶ。 

 

 

6） パレスチナ人とはパレスチナ地方に住むユダヤ人である。 

 

 

7） 19 世紀、ユダヤ人はパレスチナ地方に国家を建設したが、その当時、パレスチナ地方にはイスラム教徒が住んでい

たため、イスラム教徒との間で紛争が生じた。これを解決するため、国際連盟はパレスチナ地方を二つに分ける案

を示したが、イスラエルはこれに従わず、軍隊を派遣して、パレスチナ地方を占領した。 

 

 

8） 1993 年、イスラエルは譲歩し、パレスチナ人がガザ地区とナイル川西岸に自治政府を設けることを認めた。 

 

 

9） アメリカ合衆国はイスラエルと親密な関係にあり、トランプ前大統領はエルサレムをイスラエルの首都と認め、ア

メリカ大使館をエルサレムに移した。しかし、エルサレムはイスラム教の聖地ともされており、イスラム教徒との

争いを避けるため、多くの国はガザ地区に大使館を設置している。 

  


